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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】工具を使わずに組立が簡単にでき、携帯や収納
に便利な多機能収納ケースを提供する。
【解決手段】多機能収納ケース、主に、二つの水平面板
、二つの垂直面板によって構成されるほぼフレーム形状
をなす基本体、及び基本体一端に嵌設する定位部品を備
える。その内、二つの垂直面板は、連接する第一側片と
第二側片とし、第一側片と第二側片間には可動の連結部
品を配置し、基本体の内の一端には定位構造を設け、定
位部品を定位構造に嵌設すると、異なる物品を置くため
のボックス体が構成され、複数のボックス体を積み重ね
ると、引き出し、クローゼット、机等の家具を構成でき
る。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　二つの水平面板、二つの垂直面板によって構成される基本体と、基本体一端に嵌設する
定位部品とを備える多機能収納ケースにおいて、
前記垂直面板は、連接する第一側片及び第二側片とし、前記第一側片と第二側片間には可
動の連結部品を配置し、前記基本体の内の一端には定位構造を設けて定位部品を固着する
ことにより、異なる物品を置くための多機能収納ケースを構成し、
或いは、複数のボックス体を積み重ねて、引き出し、クローゼット、机等の家具を構成し
、
使用しない場合は、定位部品を取り外した後、可動の連結部品を用いて第一側片と第二側
片を内側に折り曲げてフラット状態にし、携帯や収納に利便をはかる多機能収納ケース。
【請求項２】
　請求項１記載の多機能収納ケースにおいて、垂直面板の第一側片と第二側片に設ける前
記連結部品は蝶番とすることを特徴とする、多機能収納ケース。
【請求項３】
　請求項１記載の多機能収納ケースにおいて、前記定位構造は、基本体の水平面板の端部
に切口を設け、前記切口箇所にある垂直面板の内側エッジには垂直のスライド溝と固定孔
とを配置し、前記定位構造の上部エッジには切口に揃う平板を配置し、平板には固定孔に
対応する貫通孔を設け、定位部品をスライド溝に沿い上から下へ滑り入れた後、栓体を貫
通孔に通して固定孔に嵌設し、定位部品を固着して定位させることを特徴とする、多機能
収納ケース。
【請求項４】
　請求項１記載の多機能収納ケースにおいて、前記定位構造は、水平面板及び垂直面板の
端部に段状部を設け、前記段状部には対称となる嵌合溝を配置し、フラット状の定位部品
を段状部に配置した後、挿入片を嵌合溝に挿設し、定位部品の四つの角を圧して定位させ
ることを特徴とする、多機能収納ケース。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、多機能収納ケースに関し、特に組立後に異なる物品の収納を提供したり、複
数のボックス体を重ね合わせて、引き出し、クローゼット、机等の家具を構成し、使用し
ない場合は、折り畳みフラット状態にして携帯や収納に利便をはかる多機能収納ケースに
係る。
【背景技術】
【０００２】
　一般の各種物品を入れる収納ケースは、通常、ウッド材料或いはプラスチック等の材質
によって基礎フレーム体を製作し、更にフレーム体内に複数の仕切り板を設けて、仕切板
で形成される収納区に物品を配置するものである。公知の収納ケースは、固定式構造であ
り、使用時には自分で組立てるが、使用しない場合は、収納ケース全体体積を折り畳むこ
とはできないため、収納に使用する空間は非常に大きく、携帯や搬送も非常に面倒である
。それを分解した場合、再び使用する時には多くの時間を費やして再度組立なければなら
ない。また、公知の収納ケースは通常、単独で使用しており、それを積み重ねたり並べる
などして、物品を置く物としてその他の形態を構成させることはできない。
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００３】
　本考案の目的は、組立後に異なる物品を置いたり、複数の物品を置いたり、複数のボッ
クス体を積み重ねて、引き出し、クローゼット、机等の家具を構成し、使用しない場合は
、折り畳みフラット状態にして携帯や収納に利便をはかる多機能収納ケースを提供するこ
とにある。
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【課題を解決するための手段】
【０００４】
　前述した多機能収納ケースは、二つの水平面板、二つの垂直面板によって構成されるほ
ぼフレーム形状をなす基本体、及び基本体一端に嵌設する定位部品を備える。その内、二
つの垂直面板は、連接する第一側片と第二側片とし、前記第一側片と第二側片間には可動
の連結部品を配置し、前記基本体の内の一端には定位構造を設け、定位部品を定位構造に
嵌設すると、異なる物品を置くためのボックス体が構成され、複数のボックス体を積み重
ねると、引き出し、クローゼット、机等の家具を構成できる。いかなる工具による施工を
必要とせずに、組み立てを更に便利にし、使用しない場合は、定位部品を取り外した後、
可動の連結部品を用いて第一側片と第二側片を内側に折り曲げてフラット状態にし、携帯
や収納に利便をはかる。
【０００５】
　前記多機能収納ケースにおいて、その内の基本体の定位構造は、水平面板の端部に切口
を設け、前記切口位置にある垂直面板の内側エッジには垂直のスライド溝と固定孔を配置
する。前記定位部品の上部エッジには切口に揃う平板を配置し、平板には固定孔に対応す
る貫通孔を設け、定位部品をスライド溝に沿い上から下へ滑り入れた後、栓体を貫通孔に
通して固定孔に嵌設し、定位部品を固着して定位させる。
【０００６】
　前記多機能収納ケースにおいて、その内の基本体の定位構造は、水平面板及び垂直面板
の端部に段状部を設け、前記段状部には対称となる嵌合溝を配置し、フラット状の定位部
品を段状部に配置した後、挿入片を嵌合溝に挿設し、定位部品の四つの角を圧して定位さ
せる。
【考案の効果】
【０００７】
　本考案の多機能収納ケースは、組立後に異なる物品を置いたり、複数の物品を置いたり
、複数のボックス体を積み重ねて、引き出し、クローゼット、机等の家具を構成し、使用
しない場合は、折り畳みフラット状態にして携帯や収納に利便をはかる効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本考案の第一実施例に関する立体図である。
【図２】本考案の第一実施例に関する使用状態図（１）である。
【図３】本考案の第一実施例に関する使用状態図（２）である。
【図４】本考案の第一実施例に関する使用状態図（３）である。
【図５】本考案の第一実施例に関する使用状態図（４）である。
【図６】本考案の第一実施例に関する使用状態図（５）である。
【図７】本考案の第二実施例に関する立体図である。
【図８】本考案の第二実施例に関する断面図である。
【図９】本考案の第三実施例に関する立体図である。
【図１０】本考案の第三実施例に関する使用状態図である。
【考案を実施するための形態】
【０００９】
　図１に、本考案の第一実施例に関する立体図を示す。図に示すとおり、本考案は、二つ
の水平面板１１、二つの垂直面板１２によって構成されるほぼフレーム形状をなす基本体
１、及び基本体１の一端に嵌設する定位部品２を備える。その内、二つの垂直面板１２は
、連接する第一側片１２１と第二側片１２２とし、前記第一側片１２１と第二側片１２２
間には可動の連結部品３を配置し、本実施例において、連結部品３は蝶番或いはその他の
可動の連結部品とする。
【００１０】
　前記基本体１の内の一端には定位構造４を設け、本第一実施例において定位構造４は水
平面板１１の端部に切口１１１を設け、前記切口１１１位置にある垂直面板１２の内側エ
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ッジには垂直のスライド溝１３と固定孔１４を配置する。前記定位構造４には定位部品２
を設け、定位部品２の上部エッジには切口１１１に揃う平板２１を配置し、平板２１には
固定孔１４に対応する貫通孔２２を設け、定位部品２をスライド溝１３に沿い上から下へ
滑り入れた後、栓体２３を貫通孔２２に通して固定孔１４に嵌設し、定位部品２を固着し
て定位させる。
【００１１】
　前記構成要素を組み合わせて多機能収納ケースを構成することにより、異なる物品を置
くことができ、または、複数のボックス体を積み重ねて、引き出し、クローゼット、机等
の家具を構成できる。いかなる工具も必要とせずに、組み立てを更に便利にし、使用しな
い場合は、定位部品２を取り外した後、可動の連結部品３を用いて第一側片１２１と第二
側片１２２を内側に折り曲げてフラット状態にし、携帯や収納に利便をはかる。
【００１２】
　図２及び図３は本考案の第一実施例に関する使用状態図（１）と（２）である。図に示
すとおり、本考案を組み立てた後、収納ケース内に架設体５を配置すると、異なる物品（
図２参照）を収納できる。また、収納ケース内に引掛部６を配置すると、ガラスコップ７
を引き掛けて収納できる。
【００１３】
　図４は本考案の第一実施例に関する使用状態図（３）である。図に示すとおり、本考案
は、組立後の複数の収納ケースを積み重ねて固定した後、異なるサイズ且つ取っ手を備え
た収納ケースを積み重ねた収納ケース内にそれぞれ嵌設し、複数の引き出しを構成し、更
に、適当な高さのチェストを構成することにより、各収納ケース内に衣服やその他物品を
納めさせるものである。
【００１４】
　図５は本考案の第一実施例に関する使用状態図（４）である。図に示すとおり、本考案
は比較的大きなサイズの収納ケースの開口縁に凹溝１５を設け、ほぼＴ字形状をなす定位
棒１６を凹溝１５に嵌設し、複数の栓体２３を収納ケース及び定位棒１６に貫設して収納
ケース全体を支え、クローゼットを構成することにより、収納ケース内に衣服や衣服の装
飾品を掛けさせるものである。
【００１５】
　図６は本考案の第一実施例に関する使用状態図（５）である。図に示すとおり、本考案
は、組立後の複数の収納ケースを積み重ねて固定した後、異なるサイズ且つ取っ手を備え
る収納ケースを積み重ねた収納ケース内にそれぞれ嵌設し、複数の引き出しを構成し、更
に、二組の積み重ねた収納ケースの上方に板体８を置き、机を構成するものである。
【００１６】
　図７及び図８は本考案の第二実施例に関する立体図及び断面図である。図に示すとおり
、本考案の基本体１の定位構造４は、基本体１の水平面板１１及び垂直面板１２の端部に
段状部１１２と段状部１２３を配置し、段状部１１２と段状部１２３には、対称となる嵌
合溝１１３と嵌合溝１２４を配置し、フラット状の定位部品２を段状部１１２、段状部１
２３に配置した後、挿入片９を嵌合溝１１３と嵌合溝１２４に挿設し、定位部品２の四角
を圧して定位させるものである。
【００１７】
　図９及び図１０は、本考案の第三実施例に関する立体図及び使用状態図である。図に示
すとおり、本考案は、基本体１の四つの角に、ほぼＬ字形状の固定片１０をそれぞれ固着
して基本体１を中空のフレーム体とし、複数の基本体１を相互に重ね合わせることにより
、前後中空の収納ケースを形成し、異なる形態の使用を提供するものである。
【００１８】
　前記実施例は、単に本考案の比較的良好な実施例を説明するためのものであり、本考案
の実用新案登録請求の範囲を制限するものではない。よって、若干の修飾及び変更を加え
たが、本考案の重要な意義を失ってしないものは全て、本考案の創作精神を逸脱していな
いものと見做す。
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【００１９】
　前述をまとめると、本考案は、水平面板と垂直面板を備える基本体に、基本体に定位す
る定位部品を組み合わせて、多機能収納ケースを構成し、組み合わせた後に異なる物品を
収納させるか、或いは複数のボックス体を重ね合わせて、引き出し、クローゼット、机等
の家具を構成し、使用しない場合は、折り畳んでフラット状態にし、携帯や収納に利便を
はかるものである。よって、実用的な設計は、新規性を備えた創作に属し、ここに法に基
づき実用新案の出願を行う。
【符号の説明】
【００２０】
１　　基本体
１１　水平面板
１１１　切口
１１２　段状部
１１３　嵌合溝
１２　垂直面板
１２１　第一側片
１２２　第二側片
１２３　段状部
１２４　嵌合溝
１３　スライド溝
１４　固定孔
１５　凹溝
１６　定位棒
２　定位部品
２１　平板
２２　貫通孔
２３　栓体
３　連結部品
４　定位構造
５　架設体
６　引掛部
７　ガラスコップ
８　板体
９　挿入片
１０　　固定片
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